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中学校音楽教室

合唱表現を自分たちで工夫しよう！ ～タブレット端末を利用して

MASS（ミサ曲）より SANCTUS（聖なるかな）
サンクトゥス

Mass Text（ミサ典礼文） ／ Steve Dobrogosz 作曲
スティーヴ ドブロゴス

MASSとはラテン語のミサ典礼文に曲をつけて歌う音楽で，古来より，実際に教会のミサで歌われ

る曲から演奏会用の曲まで数多く作曲されてきた。1956年アメリカ生まれでスウェーデン在住のジャ

ズピアニストであるDobrogosz氏は，この合唱，ピアノ，弦楽のためのMASSを1992年に発表したと

ころ大きな支持を受け，すでに４大陸・30ヶ国以上で演奏されている。この作品は，彼がMass Text
に得意のジャズテイストの音楽をつけ，Introitus（入祭唱），Kyrie（あわれみの賛歌），Gloria
（栄光の賛歌），Credo（信仰宣言），Sanctus（感謝の賛歌），Agnus Dei（平和の賛歌）の６曲

で構成した大変現代的で美しいMASSに仕上げられている。第４曲Sanctusは，前半のリズミカルで

激しい音楽に対し，後半は明るく天上的なメロディが繰り返され，Kyrieのフレーズが挿入されるな

ど，神をたたえる高揚感で満ちあふれた曲となっている。

近年，本校の校内合唱コンクールでは，３年生が外国曲を自由曲として取り上げる傾向が続いてお

り，このクラスもそれを希望した。ラテン語というハードルはあるものの音程は比較的取りやすく聴

き映えのする曲であるため，クラスで約１ヶ月かけてチャレンジするには適していると考えている。

本校の生徒は，音楽に興味・関心をもっている生徒が多い。９月から実施した校内合唱コンクールの

練習では，３年生は授業で取り組む前に自ら放課後等にパート練習をして，授業では全体練習の時間を

確保するなど，意欲的かつ計画的・効率的に取り組んでいる。また，縦割り交流では，２・３年生が１

年生を指導している。これらのことは下級生にとってよい模範となっている。授業では，指導に対して

の反応もよく，自ら考えて表現しようとしたり，自分で詩の意味や曲の構成について調べたりする生徒

もいる。本校では，個に応じた音域，バランスなどを考慮するとともに，より豊かな音の重なりをめざ

して第２学年から混声四部合唱に取り組んでいる。その結果，合唱にふさわしい発声が次第に身につい

ており，豊かな響きをもった質の高い演奏となってきている。しかし，技能面の向上の一方で，楽曲の

どの部分でどの技能を活かして合唱表現を工夫するかを主体的に考えることは，十分にはできていない

と考えている。また，生徒の中には自分がどのような発声や表情をしているかをなかなか自覚できない

などの課題もあった。その一方で，１年生の時は教師の細かい指示を待っている状況であったが，３年

生になってからはリーダーを中心に自分たちで合唱表現の工夫を考えるようになってきており，教師が

助言をしなくとも自分たちで表現を工夫する基礎は身についていると考えている。

合唱表現には，作品に込められた作詩・作曲者の思いを汲み取り，解釈し，歌声で表すこと，つまり

思考・判断し，表現することが求められる。その際に，身につけた技能をどう活かすかを考え，どれを

選択するか判断し，よりよい表現をするために実際に利用できることが必要となる。そこで，合唱スキ

ルの効果的な指導のためのツールとして，タブレット端末の利用を試みることにした。主としてパート



練習時に，自分たちの声をすぐに再生して聴いたり，顔の表情や口の開け方などを容易に自分で確かめ

ることができるのではないかと考えたからである。昨年度，はじめて取り入れたため，まだまだ様々な

問題点も見えてくると予想されるが，柔軟に対応することで，技能の向上をめざすとともに，よりよい

表現をめざして生徒がリーダーを中心として主体的に技能を活用して合唱表現できるよう指導していき

たい。さらには練習方法や形態の工夫により，生徒の思考力や判断力が求められる場を増やし，高めさ

せていきたい。そして他のパートとのかかわりを意識させるとともに，声部の役割や全体の響きの調和

を感じ取らせ，曲にふさわしい豊かな表現ができるよう指導したい。

１．生徒自ら発声や音程・リズムなどの音楽的技能を活用して合唱表現できるようにする。

２．曲想や声部の役割や全体の響きを感じ取らせ，表現を工夫できるようにする。

１．パート別および全体練習 ４時間

２．全体練習 ４時間

３．まとめの表現 ２時間 （本時はその２時間目）

１．自分の声の状態を理解し，音程・リズムなどの音楽的技能を活用して歌唱することができる。

２．曲想や声部の役割や全体の響きの調和を感じながら，表現を工夫して歌唱することができる。

タブレット端末をパート練習に利用することで，パートの現状を客観視できるようにする。また，そ

の中で気づいた点をより活発に意見交換させる。このようなパート練習を効果的に行うことによっ

て，多様性・協働性・主体性の育成がこれまで以上に期待できると考えている。

学習活動と内容 指導上の留意点 （◆ 評価）

１．パート練習

□発声や音程，リズムなどに注意して，パート別 ○表現を工夫するための方法を助言する。

に活動する。 ・腹式呼吸になっているか。

□パートリーダーが中心となって活動する。 ・出だしの音からきちんと歌っているか。

□必要に応じてタブレット端末を活用する。 ・発声法を意識して歌っているか。

・音程を正しく歌おうとしているか。

・強弱などを考えて歌おうとしているか。など

◆自分の声の状態を理解しながら，音楽的技能を

活かして歌うことができるか。

【音楽表現の技能】

２．全体練習

□主として生徒指揮，後に教師が指揮をする。 ○演奏の状態に応じて助言をする。



□発声や音程・リズムなどに注意して歌う。 ・呼吸法や発声法に気をつけているか。

□お互いの演奏を聴き合い，曲にふさわしい表現 ・リズム，音程，強弱などに気をつけているか。

になっているかどうかを発表し合う。 ・子音の発音を工夫しようとしているか。

・ローテーション形式 など ・パートの声を揃えることを意識しているか。

□歌詞の内容をもとに，曲想に合った合唱表現を ・他のパートを聴いて，ハーモニーやバランス

工夫する。 をよくしようとしているか。

・生徒指揮の指示，パートごとの相談 など ・言葉の意味を伝えようとしているか。

□部分ごとに曲想の変化をつけて歌う。 ・曲想を考えて歌おうとしているか。

・聴衆を意識して歌おうとしているか。など

○生徒の状況を常に把握することを意識する。

・はじめは，あえて抽象的に指示することで自

分でどう工夫するかを考えさせる。効果が表

れにくい場合は，徐々にわかりやすく簡潔で

具体的な指示をする。

・今，何を指示するのが生徒にとって最も適切

かを，常に考えて指示をする。

◆歌詞の内容や曲想を考えながら，表現を工夫し

て歌唱することができるか。

【音楽表現の創意工夫】

３．まとめ ◆自ら考えた表現の工夫をいかして歌唱すること

□通して歌う。 ができるか。

【音楽表現の創意工夫】

Steve Dobrogosz 作曲 「“MASS” for Choir, String Orchestra and Piano」 Sand Castle
Music, Inc.，1992．

合唱団おおやま「第14回演奏会withオーケストラ・アンサンブル金沢」プログラム，2009．

松前良昌・濵本恵康・三村真弓「生徒が主体的・協働的に学ぶ音楽科授業の実践－タブレット端末

を利用したパート練習の試み－」広島大学附属東雲中学校，2016.

松前良昌・濵本恵康・三村真弓「基礎的な音楽的技能の効果的な指導法－３年間継続した発声指

導の効果の検証－」広島大学附属東雲中学校，2015.

松前良昌・濵本恵康・三村真弓「高次の学力を支える音楽的技能の効果的な指導法Ⅳ－比喩的表

現を用いたキーワードによる発声指導の効果の検証－」広島大学附属東雲中学校，2014.

松前良昌・濵本恵康・三村真弓「高次の学力を支える音楽的技能の効果的な指導法Ⅲ－比喩的表

現を用いたキーワードによる発声指導の実践研究－」広島大学附属東雲中学校，2013.

三村真弓・松前良昌他『中学校・高等学校音楽科における聴取力育成プログラム開発のため

の基礎的研究－聴取力に着目した音楽科学力調査をとおして－』学部・附属学校共同研究

紀要No.39，広島大学学部・附属学校共同研究機構，2010.




